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秋田県における高血圧症と血清コレス

テロー）レとの関連について
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“1匹匹介9...99•P.........,- .しかし，新生児の血清．コレステロール濃度が非

i においてはコレステロールの遊離型といわず・・ニ 常に低い (60呪／dル？）が生後 8～ヽ日を経過す

ステ＇ル型と言わず，各臓器組織に見出され，また ると増量し姶め，成人正常値より II0~"呪／dル

i A血漿のコレステロールの大部分が脂質蛋白L1・一、 位低い水準にまで達する。 1'Iオから80オにか
i poprote1nと存在することは血漿または血清 けてコレステロールは 1年につき 8呪 d'i,ずつ増

！ 燐脂質Phosph°11P1nと同様であるo・すなわ 量し，壮年でほぼ;....定値に留まるという。llち哺乳動物においてコレス・テロールおよび燐脂質 また血清コレステロール値には性差がみられ，

＇， ，その他の脂質はL1POPl'Ot.e1nの形で蛋白 女子は男子よりもやや高い値 (10呪／d．J,)を示す

； 質と結合しており・，電気泳動を行なえばa1グロブ
屯 リン‘分画と/J1 グロブリン分画tとに区別し得るの
、ゞで， arおよび/JcLiPOP;t'O t.e1nの名称があ
＇る訳である。この場合血漿コレステロールの 60

f，，以上がftr-L1poprote1n．で，その残部が

~lーおよび a.- L1 po p ro t•e1n となっている。

．この抱合蛋白の脂質は大部分Oholesterolの

i宣a terの疹であること，•Phos-Pb.Ol1P1nに

わいても同様で，血清．コレステロール／燐脂質比．．

9!t LOである。・コレステロールが燐脂質に比ぺて
対的に増加し比率が大きくなると血清が混濁を

ぐ清浄因子Olean1n8 faotorといわれ

所以である。もっとも Oholesterol 自体

・.膠質化学上疎水性で， Suspenso1dをつく

．9,燐脂質，例えばLeo1th1nなどは親水性で

ID.Ulso1dを作るが故に，これらの拮抗作用に

I，し浬Jることは当然であると思われる。

・血清コレステロールの成人正常値は 180～印0

'‘‘d上，そしてコレステロール．ニステル比は，

,o~8 0脅といわれている。'(O

コレス，テロールは広く動植心霙.-.t.i.・-J,;:.・1 .. L 

といわれているが，これには異論もあるので．目・詳

細については後述する。また女子においてほ妊楓

時，月経前には増加し，月経終T後には正常とな
る。 (l)

以上はコレステロール値の生理的な動揺である

が，病的状態においては更に乱れやすい。コレス

テロールと中枢神経系疾息と結びつけて論ぜられ

たことは古いが．一般に細胞が緩慢に崩攘し．し

かも吸収作用が活発でなI,ヽ組織では到るところゴ

レステロールの遊離．した平板が見られるものであ

るが，例えば血管のアテローム性細片，被包乾酬

巣，陳旧性甑塞および出血巣，濃厚な膿汁の溜つ

た病巣， dermo1d OYBt.e. hydrooelo 
f lu i d などにも見I,ヽ出されるし,Ql.•,G1de o 

n 盲a11s,1ozo)., また中枢神経系の退行過

程には直径 SCII&にも及ぶコレステロールの擬塊が

脳や脊髄にも見られたし (Southa.rd,111011: 

P16h1n1,1909),肋膜腔液にはコレステロ

ールが 8~*，，，の濃度で存在した例もあったとい

5 (W'e 11 s, 1 9 o o)。年代的に降つて 19 8'I 
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年 Davia,Stern and. Lesnick らは，

狭心症や動ゑ硫化症の息者に血液の脂質，コレス

テロールの増加の傾向を認めているが，当時Pa-

ge,K1rk and Van SlY'ke (1986)らは

悪性高血圧症の 2例にコレステロールの増量を認

め得たが，本態性高血圧症の l6例には増量がな

く，コレステロール濃度が正常であったという。

(2i3b 
以上の他にコレステロールと動脈硬化症，高血

圧症，脳卒中との関連に数多くの文献があるので

あるが，コレステロールが血漿より内膜，中層に

浸透し得ることがあり得ても，局在するコレステ

ロールが動脈褒化，血管壁の硝子様変性の瞑因で

あるのか．それとも変性の終未産物であるか否か

については視在なお問題は解決されていないと思

われる。

従つてある集団の1酉々のっ．レステロール値につ

いて明瞭た解答を与えることは困難かと思われ五，

しかし，現在の段階では対象が集団であるにも

せよ、実態を悉しく知ることが重要と思われる。

あたかも私共，i文，数年来次に示す地域において集

団検診を行なI,ヽ；同時に血清コレステロールを定

量し，，些かの知見を得たので此処に報告する次第

である。

Il 方 法

脳卒中死亡高率地区 8 （河辺郡雄和村女米木地

区，本荘市石沢地区，由利郡由利町），低率地区

とし:Cl＇（南秋田郡井川村）を選定し，男女満

8 0オ以上全員につし＇ヽて高血圧症の集団倹診を行

ない，項目としては閲診，身長，体重，血圧測定

血清::Zレステロール測定，尿糖および蛋白の険査

眼底並びに心電図による検査を行なったのである

が，これらrD＇成績についてはすでに報告したとお

りである(4しなお，既報のように血清コレステロ

ーJI,はZak-Henly法の北村変法によった。

. -"'·•.,...,..'.• 

s， 

I 成 績

私共の高血圧症調査の目的は，ある町村または

地域における実態を知ることにあったので，従っ

て得られた血清コレステロールの値も個人として

のものだけではなく集団としての実態を示すもの

である。

更にまた集団としての実態を知るためには 1集

団全員についての調査が望ましい訳であるが，実

際として l O O 1,の調査は至難である。しかし，

l O O %という理想に少しでも近ずかしめるため

には被検集団の受診率が問題となる。その点で私

共の場合は理想にはやや遠いが，まずまず満足で

きるものかと思われる。

最初に 8地区における脳卒中死亡率，高血圧症

謂査成績，血清コレステロール値を次に示した1,‘o

1) 調査対象地区の脳卒中死亡率

調査対象地区は前述のように県内本荘市石沢地

区，由利郡由利町，南秋田郡井J11村，並びに河辺

郡雄和村女米木地区であるが，先ず前 8者につい

て脳卒中死亡率を示すと表 1のとおりで，，石沢地

区，由利町を井川村に比較してみると，かなりの

差のあることがわかる。つまり前 2者は高率地域

で，後者は低率地域であると言える。またこれを

男女別，中年期 (30~5 9オ）‘,またヽ 0オ以

上の対象についても同様であり，更にまた総死亡

に対する脳卒中死亡の比率も石沢地区，由利町に

おいてはそれぞれヽ鉱 1希， 4oL 7'1,であるが，

井川村では S0. 0'f,と低い。
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表1 調査対象地区の脳卒中死亡率

本荘市石沢 由 利 町 井 JI( • ・村
｀ 

男
I 

女 女 女計 男 計 、男 計

総人口暉35•10•1) 110.4, 19L'1 862.1 4,30.6 8ヽ7.7 918.8 !J9LO 890. 1 761.1 

粗 死 亡 率 128a8 892.5 1052.& 1109.5 8S3.8 968. 0 886.、 5?8.1 7 28•4 

脳卒中粗死亡率 4,10. 8417. 7 87.,.4 8?6.? 889、8 880.8 、22雀6 131.0 116.6 
‘・ ·•• 

死亡率 1081.0 698.8 8'1i? 97 1.8 556.8 ＂ヽ7.2 814,.l 888.5 590.2 
↓. • • 

中年期脳卒中死亡率 500.5 28傘4 S86.0 0ヽ&'I 23金8 811.9 289.4, 120.!3 1?7. o 

(3o-.6吋う脳杢中死亡 、6.8 41.0 4ヽ,,1 411.li 412.2 “l.7 29.4 81.l 30;0 
， 総死亡希 、 9~

死亡率 8608.6 z4,01.s a9ヽ8.6 8285.8 . 287傘8 • 2757.2' S89L8 155&8 "“M．． 5 

0ヽオ以上脳紳死口革 15?6.o 12ll.8 18'1 7.5 14'18.Z 切 57.2 11 '18.o,• . 860.1 6ヽ'1.8 65a9 
• 遭囀̀・ •、

賭杢中 死亡
4,S.8 50.4, 46.7 48.'I 、；1.＇8 ｀ 2ヽ.5 86.0 80.l 33.5 

総死亡 痴

一昭和 30~8 8年の乎均死亡率・（人口 10万対）一

2) 調査対象地区の受診率

ある種の分布，つまり血清.::z,I<ステロール値の

分布を知るためには被検集団の全員についての検

査が望ましい。しかし，視実には lO 0.0，，，の受診

率を望むことは因難であって，表 2のように石沢

地区男女それぞれの受診率は 94.6,96.2,同
..,"'. 

じく由利町ではそれぞれ 7• L 5ー， 9&．1,井J!I付
では 80.2, 9 L8であった。すなわち受診率の

点から言えば，石沢地区は最も秀れていた。また

全体を通じて女子の受診率は良好であるが,•男子

はやや劣9殊に由利町男子の受診率は9L5，，，と最

も低い値を示した。
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調査対象地区の受診状況

対象地区 こ 30~8 9 0ヽ~49 6 0~5 I) 6 0~6 9 70~ 計
` ~ 

対象者数 228 1 5 7 186 ,, 8 ．． 15 609 

本荘市 男 受診者数 206 1 5ヽ l 2 7 7 6 18 5 7 6 

受診率（祐） 9 2.4 0 8.1 9 8.4 9 7.、 8 6.7- 9 4,.6 
石 沢

対象者数 958 211 lん？ l・l.0 410 7 6 1 

C農1.l1村）； 女 受．診者数 8ヽ 6 208 lヽ 5 1Q8 3 o,, ..’←、 78 S 

受診率 C祐） 9, 7.2 9 6.2 II 8.6 9 8.2 'j 7 5.0 .、.9 6. 2 

＇ 
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7 6 2 8 5 4.,-. 

由 利町男受診者数 122 94, 99 6 0 16 8 9 1 

！ I 対． 象ヽ・＇者・・▲9 数； l •. ,],, . 0 ,.S, • , •'. 1 ・ S 9, 雪’̀5’•9. .: ・・', ・ 1;--3 '̂0. • , 

• [ d.'i. |.！． 受診率・（~)_.. -;. 6 3. 2'・ 6 9. 6'・.. 8 2.5 78.9 69.6 7 1. 5 
•-• “ー• • --. .ー・ • → ・一彎・・ ` ・ゴー―̀.........,.→ ・・・・ ｀ ・ ．--．→..．-曇●● ヽ・ー 、―--~・ ....~........ • → 

C乎地晨村・l， I 対象者数 1 9 5.、 164.·•.182 10．8 、 4 5 6 4ヽ

.'農山村） 女受診者数 1 ・7 9 l 5 8 -l 2 9 9 8' 2 9 5 9 8 
・-

.:,・ "•. ,, 受診率 0り ・,'9.1.8. 91,6.S • 9 7.'I ,9,0.7 : 6’雀4 ~ 、9渇．l

’’h .. シし ；ヽ：．‘．

対象者・数 1

．． ．． 

ヽ07 8 0 5 2 6 9 1 9 5 '2 l 2ヽ 6

、井,‘. : JÌ I 
； .. -
...'-

村 男 受診者数 808 2 4, 6 218 168 5 9 9 9 9 

＂ヽ
｀｀受診率（脅） ..8 、0.7 81.6 

9, •• 

8 1.9 7 5,11 8 6,2 8 0.2 

',‘― 
対象者数 .、．．ヽ.ヽ l "S V 4,'.. 2 9 8 20ヽ 9 9, 14 1 ` ・o 

・（乎地農村）' 女 受診心昔数 .'4  1 •5 : 、;,8'4, 4l 2 ? 2 :',• 1 9 Il.', '7.l 1 2 9 8 

｀ 
て， II 1受診率（か‘” 9と1 9・2.0 • • 9 1.8 ： 9 3:6;. 1 1.7 9 1.8 

, :.‘i 9.9 

本荘市石沢． ．一 ．昭和ヽ 0年 9月現在．．

由利町万び井JII村 昭和ヽ 0年 1l月現在

3)'地区別血圧値，

、：血圧測定値の分類はWH.Oの基準に従ったo.

男女別，地区別の計をもって示すと，石沢，由利

町，井川の男子ではそれぞれ S5.4,, ・S 5. 0, S 6. 7 

そして女子では同じくそれぞれ 25.8, 2 8.9.“ 

その成績につI,:.、ては既に前報(4)において険討した

ので••，此処では省略するが，最大血圧 l6 0 Tllll/. 

1であることが表8に示すとおりである。すなわ

ち男子は全体と：して女子よりも 10'.ii強だけ高I,ヽ

が，地域別には特記するような差異が現われて1,ヽ

ないということである。

Hg以上，あるいは最小血圧 9.5 ・IJlmig以上，或

いは両者ともに該当する高血圧域に属するものを

表3 地区別にみた正常血圧，境界城高血圧，高血圧者の出現頻度

例 ＇数 、・・［正常血圧 境界域高血圧． 高 血圧

性 ト年令，． 
｀・石沢由利町井JI肘 石沢由利町 井川村 石沢由利町、井川村 石沢由利町弗l肘.． ., 

! •.• •80~89 206 122 808 59．味 65.6 伶 •6L '1脅 瓜瞭 19.7所 ・・2ム0，，， l6．瞭'.'14,.訊14'.絲

• → ＂し0～ヽ 9 , 164 : 94,' 2ヽ6 5ヽ.11:'51.l' ,'39.0 2傘〇' 18.、1. ・ 2'1.6 80.5 80.9 88.8 

男 ・&o~59 ,, 127 ,99、9・ • 318 2傘ヽ・ 27.8 • :、80.7 2ヽヽ 29. aと• :': 2&4 61.2 、8.4, 4,1,.9 

•:i ¥60~69.; • 76 60. 168 6. 6', 15.0 '18.5 80.8'’..18.8も．，2l.4 68.1 :66.7.60;1 

、． 70~ •; ,,, 13 コ・16a .• 59 .." • 87.6 ;. : 8.5 15．ヽ 1.8.8..... 28.7 払 6 4,3. 8 67. 8 

｀ 
～・計―・-・ ―討'6'56i’--9函i8. 9. 6 -...4,. 8-.5 --・ -•一•-88. 9 •• • -2. 5-.5 →-・  -・2-1-.5 ...、...2..4o....8 -•ー・.. 85：・ヽ 35.-0 .3-6. 7 
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I 80~89 24'6 179 1ヽ5 76.8 89.、 81.9 1~2 8.4, 11.6 ! 8.9 2.2 6.5 
： 

0ヽ~4,9 203 158 8、4, 57,6 65.2 62.2 21.7 19.6 24.ヽ 20.7 16.8 18.4, 

女 50~59 145 129 2'I2 82.4, 4,4,. 2 4ol.5 82.、 24.8 22.4 85.2 3LQ. 86.0 

60~69 108 98 191 20.4, 28.5 25.7 28,7 22.4, 24,.6 50.9 54,.l 9ヽ.7

70~ so 29' 7 1 20.92 17.2 16.0 16.? 10.8 18.8 68.8 72.、 6↓8 

計 732 598'1298 5 2..0 58.~ 56.8 I 22.l l'/.4, I 19.6 25.8 28.ll a傘l

正常血圧 最大血圧 18 9四 Hgまで 高血圧 最大血圧 l6 0四 Hg以上あるいは

最小血圧 8 9尊 Hgまで 最小血圧 9 5四 H8以上のもの

の両者を満足するもの 阿者ともに該当するもの

境界域高血圧 最大血圧 14.. 0~1 5 9磁田g'最小血圧 90~94.Wl/.Hg 

4) 地区別血清総コレステロール濃度

すでにはじめに述ぺたように脳卒中，高血圧症

動脈甑化症と血清中 11poprote1n との関係

は必らずしも明らかではない。しかし，脳硬塞，

粥状硬化を対象とした場合は 11poprote1n

またはOb.olea t eへolを埓外に考えることはで

きない。私共は集検に際して血清のコレステロー

ルを総量の形で測定したものであるが，その成績

は表ヽに示すとおりである。

先ず，女子における血清コレステロール値につ

いて述ぺると， 8地区とも加令と共に増量をみる

ことは明らかで，殆んど段階的である。このこと

は図 1，図 aにおいて見るとおりである。ところ

が男子においては女子の場合と異なることがみら

れる。すなわち年令 3 0オ代から 70オ代まで血

清コレステロール乎均値が石沢地区では 14, 7. 8叩

/dj,から 153.8呪／d上と僅かな増量が見られる

が，由利町では 15 2．呼9／d上から 15 1.6畷／dル，

また，井川村では 15 7.sm9/d上から 158．が呪4ル

表4 地区別にみた血清総コレステロール濃度の乎均値

定量法： Zak:HenlY-北村変法

応
例 数 本荘市石沢， 由 利 町 井川村

<§~ 
石沢 由利 井JII 乎均値礫準偏差 乎均値礫準偏差 乎均値礫準偏差

± 2 &8 ± 2 2.8 士B8.6 

l 
80~89 185 l 1 8 2 9 8 .l4, 7.8 1 5 2.2 l 5 ?.ll 

4,0～ヽ 9 l l 7 9 8 285 1 5 3.6 ± 2 5.、 l 5 2. l ±2  6.6 J. 5 6.0 土z8.'1 
r・’r ＇』

男 50~” 8',9 9 5 218 i 4, 0.0 士2↓9 l 5 2.0 士．Z6.0 1. 5 9.8 、士 ll7.ll 
;•• 

60~69 6 2 5? .l.6 1 l 4o 8.7 士 26.0 l 5 2.8. 士 29.6 l 5 6,8・ 士 80.9 

70~ ， ・1 5 5 8 J. 6 8.8; ± 8い ,15 1,6 士・17.0 15 8.4, 士 II9.8 
80~89 208 l 6 9 、:05 1 8ヽ.8 士22.8 .l曇 2..、 士925.6 l 4,'1.6 士 Z6.6 

_J, .• i 

t 曇0~‘•9 1 7 8 1 5心 8 811 J.58.71 士Z7.3' '15 2.0 士 2雀5 1 6 7.8 ± 2 6.6 

女 50~59 1 l 6 111. 6 ・C: a 6 7 1 5 7．ヽ＇ ±Z?.0 1 5 9.8 士27.6 、167.9 士 8O.IS 
戸, t 

60~69 81 9 7 188 16 6.8 士29.8 111 8.7 士 80.6 1 6 6.0 土81.0 

t '屈1 ?0~ 1 2 2 8 6 9 1 6 2. 5 i + 25.8 1 7 3.5 士 86.8 .l7 0.8 土8雀6
i 

¢ • 

i 
9' 

t 
i 

-l 
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図1 年令別にみた血清総コレステロール
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図2 8地区住民の血清総コレス 図3 8地区住民の総コレステロール
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という成績であるから殆んど不変であるといえも

次に以上のコレステロール値を縦軸にその町／

dl,量，横軸に年令(.10オ刻み）をとつてグラ

フにしてみると更に明瞭な状態を見ることができ

る（図 1)。すなわち 80オ代では女子のコレス

テロール値は 8地区ともに男子より低いが，、。

オ代を過ぎると 8地区とも女子の値は男子よりも

高くなり，加令とともにその差が著しくなる。

また，血清コレステロール値を地域別に比較し

てみると，脳卒中死亡率の低い井Ill村では死亡率
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の高い 2地区よりも一般的に高い値が得られたこ

とはこの図 1において認められる。以上と同様の

成績が私共の昭和 89年～ 88年，河辺郡雄和村

女米木地区について行なった調査(11)の成績と一致

する。 30~8 9オの男子では血清コレステロー

ル平均値が 1117.1畷／di,,7 oオ代ではい 5.0咤／

dJ,で増りllが8呪／dA，であるが，女子ではそれが
1 5 6.6町／dL.l97．西／d上でその差が會 0.9畷／

dJ,と顕著である。

表5
ー

性別、年令階級別、血圧値別血清総コレステロール量（咤／di)

昭和 3? ~8  8年

（河辺郡雄和村女米木地区）

,
 

被検
コレステロール値分布 収縮期血圧値別 拡張期血圧値別

性 年令
者数
平均値 100一160 20し 26し l39 14,0~  160 89 90 

1ヽ9 199 砧ヽ 以下 159 以J:. 以下 以上

80-89 4, 1 l 6 7.1 ， 8 0 2 l 6 0.? l'I 1.'I 1 7と9 1 6傘0 17 6.1 

男 0ヽ～ル9 4,8 1 7 2.8 l O 26 6 1 1 5 4,,6 15 7.9 l 8 6,8 16 0.1 J. 8 8.0 

50~59 3 0 l 7 8.9 6 18 6 l 5 4,.5 l 6 6.6 1 7 7.8 J. 6 9.0 17 8.7 

子 110~69 2 4, l 7 9.8 8 1 6 6 1 7 5.0 180.0 169.0 18 ll.l 

70~ 6 1 7 5.0 1 ヽ 1 1 7 5.0 J. 6 1.5 18 l.'1 

計 1ヽ4, l 7 2.8 2 9 114 II 0 l 

30~89 5ヽ 1 5 6,5 110 111 ヽ l 6 3.H l fi 8.2 l ? LS 15傘1 l 7 Z.l 

女 0ヽ～ヽ 9 8 2 l 6 8.U 7 21 、 l'I `8 1 5 8.7 l 7 1.5 1'11.8 18 5.1 

liO~59 8 8 188.1 8 1 8 ， 8 l 5 5.11 l 7 2.、 1 9 7.0 185.5 1 8 9.6 

子 60~69 38 111 0.8 22 11 16 8.0 1111.0 l II &o J. 8 9.6 191.8 

70~ 9 1 9 7．ヽ 8 2 2 2 197.↓ l'IZ.11 BO雀6

計 l 5 Z J. 7 5.8 8 8 8 4, 80 Ii 

ー

次に血清コレステロール値を正常血圧者群，境

界域高血圧者群，高血圧者群の 8群に分けて加令

による変化を示したものが図ヽである。この図に

おいてll)正常血圧者群では前述のとおり 80~09

オでは男子が女子よりも高値を示すが，ヽ 0オ代

で交叉してその後女子が男子より高値を示すに到

り，加令とともにその差が顕著となる。 (2)境界域

高血圧者群ではほぽ前者同様な状態を示すが．コ

レステロール• Vペルが特に高い訳ではない。

(3)高血圧者群のうち，男子は前 2者と特に著しい

変化を示す力＼女子のみ 80~8 9オ代ですでに高

値を示すことは注目に値するが．ヽ 0オ以後で1文
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前2者との差が著しくない。

図4 血圧値別にみた血清総コレステロール
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血漿または血清脂質巌が問題となるのは動脈硬

化，殊に粥状硬化の場合と思われる。この血清脂

質，殊に血清コレステロールと動脈硬化症との関

係を論じたものは感しく，視在においても解決を

みたものとは思われない。諸外国は兎も角，昭和

3 7年 l1月文部省総合研究班として「動脈碩化

の諸要因，特に日本人の特殊性」の発表があった

場合，日本人健常者の血清コレステロール値 CZ

ak-Heniy法）が報告された。この場合の調査

対象は男女合計 7,J.5 9名で，また地域としては関

東，関西より九州にまで亘ったものであった。

その標準範囲を示すと第 6表のとおりであった。

この成績からみると，総コレステロール値は一般

に加令とともに次第に増加することがわかる。

30 40 50 60 70 文
I I f I I 
ま 49 53 69 

表6 日本人健常者血清総コレステロ

ール叩／d£ 標準範囲

：ー年令う＼炉＼＼詮 乎均値 下 限 上~限

l 0~l 9オ l 5 5.0 100 2 2 8 

20~2 9オ 1 6 4.0 1 0 6 2 5 l 

30~3 9オ 1 7 3.0 J. l 3 266 

40~4 9オ l 8 3.0 1 2 0 282 

5 0~5 9オ 1 9 5.0 12 7 2 9 9 

tl 0~6 9 オ 1 9 5.0 1 2 7 2 9 9 

? 0~? 9オ 11) 5.0 l Z 7 299 

その他に地方差，性差がみられ，関東地方では また，総コレステロールのいわゆる正常範囲は

若年女子に低値がみられるが，4,0~5 0オ間で 関東，関西の男女とも近い値を示しているが，下

は逆に高値がみられる。一方関西では男女 5呪／ 限は若年者において 10011lg/d』，高年者において

dj,,程度の差を示しながらほぼ乎行した推移を示 は 12 0寛9/dル程度である。また総つレステ9― ; 
している。
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図5 動脈硬化研究会
昭和 8?年 l1月8i)日（第 1回）、資料より
日本人鼈常者の血清総コv.;,.テロール値

健常者の血清総コレステロール乎均値

（地方別．年令経過曲縁）
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尋令，

←呪／d.t， 20オ代l:I50呼／d.t，それ以後次第に増

：加してヽ 0~60オ代 280~290叩／d.tとなっ

iており，従来の常識とされている数値よりもかな

ー・り高い値を示している。

私共が昭和 87~8 8年秋田県河辺郡雄和村戸

米川地区住民を対象に血清総コレステロールを測

定した成績を示すと第 6表のとおりである。但し

これらの値を直ちに文部省研究班の成績と比較す

ることは出来ないu 何となれば，私共の対象は 1

地区の一般住民で，この中には多分に高血圧症，

脈棄化症などの異常者が含まれているからであ

る。それにしても高血圧症者が多く，脳卒中の多

地域としての秋田で，血清コレステロール値が

外低値を示すことは意外に思われる。

また男子には高血圧者，脳卒中後遺症者が多い

も拘らず，血清コレステロール値が一般に低く

，加令によっ・ても顕著な上昇を示さない。一方

子においては若年の 80オ代では男子より低値

示すが，加令とともに急激な上昇を示し，ヽ 0

代を過ぎると男子をしのぎ，ますます高値を示

に至ることが興味のあるところで，月経閉止期

るいは更年期としての内分泌の異常．または老

が考えられてくる。文部省研究班の成績でも．

棗では男女の曲線交叉がヽ 0オ代であるが，関

西では 50オ代であるところに意義があるものか

どうか，今後の報告に期待したい。

結 語

昭和 8 8年からヽ 0年に亘り，由利郡由利町．

本荘市石沢地区および南秋田郡井川村において高

血圧症の検診を行なったo受診者数は本荘市石沢
地区が男 57 6名，女 78 2名，また由利町では

男II9 l名，女 698名，そして井Ill村では男

, I) 9名，女ぃ298名で受診率はそれぞれ 9ヽ6

，，，と， 6.2，，， 9,  l. 6，，，と ll2. l，，， ,8 0. 2,Sと

9 l. 8 9/iであった。

検診にあたり，採血して血清総コレステロール

をも定量したのであるが，それについて検討した。

なお，脳卒中死亡率はこれら U地区において高く

井川村に低く，それぞれ 8.80.8（人口 l0万対）

8 7 7．ヽと l7 6.6 とでその差が明らかである。

以上のような諸要因を含めて次のような結果を

得た。

(1) 8地区住民の血清総コレステロール値は期待

に反して高くはない。

(2) 血清つレステロールは男女別に観察すべきで

ある。 8地区住民について述ぺると，女子は．

ー
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(8 0オ代）最初男子より低値を示すが，ヽ 0オ

代ではほぼ同様の高ざとなり＇，［その後加令—'ととも ・―’ ’̀ 
', - -. 9..,..  • ・ ̀, • 

に女子は男子をしのぎ．その差は顕著どだる。，・;,c:.・'.,.. -i.'柴田進：「病態生化学」，金芳堂， 19 6 6 

(3¥ 加令による男子の血清総つレステロール値は z. lI • Gi-deon We 11 s, "Ohem1 cal P-

殆んど同一レペルか，あるいはわずかに増量する a t・ho 1 o g y " 1 g z o 

程度であるが．女子は年代ごと増量し， 60オ以 s. Meyer BodanBkY and Oscar B-

文 献

後は緩慢である。 odansky,11B1oohem1strY of Di-
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